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11. Propofol for Anesthesia and Postoperative 
Sedation Resulted in Fewer Inf lammatory 
Responsess than Sevoflurane Anesthesia and 














（37.6 ± 0.4 vs. 38.2 ± 0.6）は PP 群で有意に低値を
示した。術後２日目の CRP（mg/dl）は 14.3 ± 3.9 







2. Several Ryanodine Receptor Type 1 Gene 







　リアノジン受容体１型（Ryanodine receptor type1: 
RYR1）の p.Arg2508 の遺伝子変異（p.Arg2508His，
p.Arg2508Gly，p.Arg2508Ser お よ び p.Arg2508Lys）
の 機 能 解 析 を 行 い， 悪 性 高 熱 症（Malignant 
hyperthermia: MH）との関連を調査した。変異遺伝
子を HEK-293 細胞に導入し，変異 RYR1 を発現させ，
Caffeine および 4-choloro-m-crezol を負荷した際の細
胞内カルシウムイオン濃度を測定した。50％効果濃度
について，変異 RYR1 と野生型（WT）を比較した。
４つの変異遺伝子から発現した RYR1 は WT と比べ，
いずれも有意に 50％効果濃度が低く，いずれの変異
遺伝子も機能的に MH と関連することが示された。
p.2508 のアミノ酸の変異はわずかな変化で MH の原
因となる重要な部位である可能性が示された。
3. Non-suppressive regulatory T cell subset 












　【方法】PAH 患者８名と健常人 14 名の末梢血単核
球を分離し，フローサイトメトリー法で Tregs サブ
セットの解析を行った。
　【結果】PAH 群では健常群と比較して Tregs の割
合が有意に増加（p < 0.05）し，中でも非抑制性
Tregs サブセットが有意に増加（p < 0.01）していた。
また機能分子 CTLA-4 も有意に発現上昇（p < 0.05）
しており，活性化を反映したものと考えられた。
　【結語】PAH では非抑制性 Tregs サブセットの増加，
活性化が病態に関与することが示唆された。
4. Do lower target temperatures or prolonged cooling 
provide improved outcomes for comatose survivors 
of cardiac arrest treated with hypothermia?
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2量解析で膵癌・術前化学療法・PD・門脈合併切除・
硬化膵・残膵体積 < 24.1 ml，多変量解析で残膵体積 
< 24.1 ml のみ（Hazard ratio: 5.94，95％CI: 2.96-12.3，
P < 0.001）。
　【結論】膵切除後％CD-7h と残膵体積は相関，残膵
体積 < 24.1 ml が術後 PEI の予測因子となりうる。
6. Nerve Growth Factor Expression Is Not Associated 
wi th Per ineural  Invasion in Ext rahepat ic 
Cholangiocarcinoma










　【対象と方法】1999 年９月から 2014 年４月までに
肝外胆管癌に対し切除手術を施行した 112 例（遠位胆
管癌 53 例，肝門部領域胆管癌 59 例）を対象とし，後
方視的に免疫組織学的手法を用いて評価した。











7. Fc-Gamma Receptor Polymorphisms Predispose 

















<34 度（N=90），≥34 度（N=147），冷却期間 <28 h
（N=162），≥28 h，復温期間 <28 h（N=158），≥28 h
で同等だった。目標体温 <34 度は有意に出血性合併








5. Remnant pancreatic parenchymal volume predicts 







　【方法】膵切除後 227 例で 13C 標識混合中性脂肪呼
気試験にて膵外分泌機能を測定，７時間 13C 累積回
収率（％CD-7h）< 5％を膵外分泌機能不全（PEI）。
CT volumetry で残膵体積を測定。術後 PEI 予測因子
を検討。
　【結果】年齢 64.6 ± 12.9 歳，男性 127 例，膵癌 82 例，
膵頭十二指腸切除（PD）174例。％CD-7hは4.7 ± 3.8％。
128 例が PEI。残膵体積 21.7 ± 12.6 ml。％CD-7h と
残膵体積は相関（r=0.509，P < 0.001）。ROC 曲線で
PEI の残膵体積 cut off 値は 24.1 ml（AUC: 0.791，感度 : 
85.0％・特異度 : 62.9％）。術後 PEI の予測因子は単変
39. Direct and indirect influences of childhood abuse 













　【方法】大うつ病性障害の 113 名（男：女 = 55：58，











10. Behavioral activation can normalize neural 
hypoactivation in subthreshold depression during 
















FCGR2A［131 H/R］ お よ び FCGR3A［158 F/V］
の一塩基多型（SNP）が，肝移植術後 30 日以内の感
染 症 発 症 に 関 連 す る か 検 討 し た。C1QA お よ び
FCGR2A SNP は肝移植後の感染症発症と相関を認め
なかった。FCGR3A［158 F/F or F/V］群は［158 V/V］
群に比べ血流感染（BSI）の発症率が高く，予後不良
であった。また FCGR2A と FCGR3A の SNP を組み
合わせることで，BSI の発症率および予後の階層化が
可能であった。FCGR3A の［158 F/F or F/V］群に
おいてグラム陽性球菌を起因菌とする BSI が多く，
その 1/3 は MRSA であった。肝移植レシピエントの
FcγR の遺伝子多型は，肝移植術後早期の BSI 発症の
リスク因子として，起因菌推定や抗生剤選択に有用で
ある可能性が示唆された。
8. Clinical characteristics and risk factors of 











　【対象と方法】2010 年と 2011 年に長崎大学病院で
腸球菌が検出された 571 例のうち，入院患者症例 540
例，583 検体を検討対象とし，感受性検査，臨床的特徴，
危険因子について検討を行った。
　【結果】182 例の感染症例があった。E. faecalis 感
染症は尿路感染症が多く，E. faecium 感染症は肝移
植後腹腔内感染症が多かった。VRE を認めなかった。
危険因子は E. faecalis 感染症では，尿路異常（adjusted 
OR, 2.634; 95％ CI, 1.294-5.362; p = 0.008），E. faecium
感染症では，免疫抑制剤の使用（adjusted OR 3.837; 
95％ CI, 1.397-10.541; p = 0.017）であった。
　【考察】基礎疾患に尿路異常症を持つ症例，グラム






















13. Circulating microRNAs as biomarkers for 













time PCR で経時的な発現を評価した。miRNA アレ
イの結果から miR-9*，miR-219，miR-384-5p を候補と
した。miR-9* は損傷後３, 12, 24 時間，miR-219 血清
は損傷後 12, 24 時間，miR-384-5p は損傷後３, 12 時間
で重症度に関連した発現が認められた。炎症関連
miRNA では同様の発現傾向は認められなかった。血












11. Diagnostic Performance of Positron Emission 
Tomography for the Presurgical Evaluation of 
Patients with Non-lesional Intractable Partial 
Epi lepsy: Comparison among18F-FDG,11C-
Flumazenil, and11C-Flumazenil Binding Potential 
Imaging Using Statistical Imaging Analysis
（無病変難治性部分てんかん患者の術前評価におけ










を行った。正常ボランティア群（FDG 15 名，FMZ 
15 名）対患者を voxel 毎に統計解析を行い，てんか
ん焦点の第１，２候補を検出した。各脳葉を単位とし
た焦点検出の感度，特異度はそれぞれ FDG 90.0％，
84.8％，FMZ 30.0％，81.4％，FMZ BP 画像 40.0％，
66.7％であった。10 例中１例に FDG で異常が指摘で
きなかった病変が，FMZ BP 画像で指摘が可能であっ
た。結論として，全体的には FDG は FMZ および
FMZ BP 画像より優れていた。しかし，FDG で検出
不能，FMZ BP で検出可能な症例もあり，相補的な
役割を示した。
12. Exosome-formed synthetic microRNA-143 is 










アソームを介した LUBAC の分解がおこり NF-kB の
活性が低下，アポトーシスに高感受性になることが示
唆された。
16. The transcribed-ult raconserved regions 
in prostate and gastric cancer: DNA hyper-












qRT-PCR 解析から，癌において発現低下を示す 14 領
域の T-UCRs を同定した。これらにつき 5-Aza-dC 処
理を行い，胃癌，前立腺癌に共通して発現が回復した




レ イ 解 析，qRT-PCR の 結 果 か ら，Uc.416+A が
IGBPP6，HOXB5/6 を介して癌の増殖に関与し，癌
遺伝子として作用することが示された。
17. Hypothalamic-pituitary-adrenal axis activity is 
associated with the prevalence of chronic kidney 








14. Treatment with the SGLT2 inhibitor luseoglifozin 
improves nonalcoholic steatohepatitis in a rodent 





















15. LUBAC formation is impaired in the livers of 










と 死 を 制 御 す る NF-kB シ グ ナ ル 経 路 に 重 要 な
LUBAC の肝臓内での動態と飽和脂肪酸による制御機
構の解析を行った。










の４群に分類し，各 TUS 像と DBE 所見を比較検討
した。［結果］小腸狭窄は TUS にて 93％の症例で描
出可能であった。Type A の小腸狭窄率は Type B，
C に比べて有意に高かった。
　【検討２】［目的］パテンシーカプセル（PC）前に
TUS を施行することで不必要な PC を回避できるか
どうかを検討した。［対象と方法］PC 前に TUS を施







20. Research of various genetic pathways of 
colorectal cancers 
（大腸癌の様々な発癌経路に関する研究）
1 . Clinicopathologic features of hyperplastic/
serrated polyposis syndrome in Japan
（日本における鋸歯状腺腫症の臨床病理学的特徴）
2 . Differences in K-ras and mitochondrial DNA 
mutations and microsatellite instability between 






　【検討１】日 本 に お け る hyperplastic/serrated 
polyposis syndrome（HPS）の臨床病理学的特徴
　 　［方法］当科およびその関連病院で，HPS の
WHO criteria を満たす 10 例の臨床病理学的特徴に
ついて検討した。
　 　［結果］３例（30％）で大腸癌の合併を認め，治
療を行った計 85 病変の病理診断は SSA/P が 31 病
変（36％）と最も多かった。
　 　［小括１］HPS は大腸癌発癌のリスクが高く，そ
した。２型糖尿病入院患者 77 名を対象とし，HPA 系
活性は 1 mg デキサメサゾン抑制試験施行後の空腹時
コルチゾール値（F-DST）で評価した。F-DST は推
算糸球体濾過値と有意な負の相関を示し，シスタチン
C 値，随時尿アルブミン / クレアチニン比と有意な正
の 相 関 を 示 し た。F-DST 値 で 対 象 を ３ 群（low/
middle/high 群）にわけると，middle 群・high 群の
low 群に対する CKD のオッズ比はそれぞれ 8.7，12.5
と高く，多変量解析でもそれぞれ 13.0（95％信頼区間 
2.9-58.8, P = 0.001），14.7（95％信頼区間 2.8-78.5, P = 
0.002）と高かった。F-DST 高値，すなわち HPA 系
活動性の亢進と２型糖尿病患者の腎臓障害，CKD 有
病率に関連を認めた。











FGF19 陽性群と陰性群の術後５年 PSA 非再発率はそ
れぞれ，46.4％，70.0％であり（P=0.0031），多変量解
析では FGF19 陽性は PSA 再発の独立した予測因子





19. Cl in ica l  usefu lness of  t ransabdominal 







722. Efficacy of radiofrequency ablation for initial 
recurrent hepatocellular carcinoma after curative 











　【対象】2001 年から 2013 年６月までに当科で RFA
を施行した，初発小肝細胞癌 139 例および初発肝癌根
治治療後の初回再発小肝細胞癌 72 例。









23.  Usefu lness  o f  combin ing  gado l in ium-
ethoxybenzyl-diethylenetriamine pentaacetic acid-
enhanced magnetic resonance imaging and 
contrast-enhanced ultrasound for diagnosing the 
















　 　［対象と方法］ベトナム人大腸 SM 以深癌 60 例と
日本人大腸 SM 以深癌 233 例を対象とし，K-ras 変
異，MSI-H，mtDNA 変異について解析した。









21. Possibility of advanced endoscopic imaging in 




　【目的】UC 患者における CC/D と非腫瘍性病変の
鑑別に有用な色素拡大内視鏡所見を明らかにし，EC
の臨床的有用性を検討する。
　【対象・方法】CC/D の検討に関しては 1999 年７月





pit の均一性，pit 辺縁について検討した。EC に関し
ては 2013 年１月～４月に EC を施行し，良好な画像






見が CC/D の診断指標であった。EC は組織学的
Matts grade と相関を認め，EC 所見が不良な群で有
意に再燃率が高かった。
　【結語】新たな内視鏡診断である色素拡大内視鏡お
よび EC は UC 患者の診療に有用と考えられた。
8が，ともに高悪性度の Non-SN type に対する感度の
低さが問題であった。一方，両者の組み合わせ診断で
は AUROC 0.876，感度 84.6％，特異度 95.7％，陽性





研究では，腫瘍径３cm 以下の小肝癌切除例 85 例の
病 理 肉 眼 型 を SN type と Non-SN type に 分 類 し，
Non-SN type に対する EOB-MRI と CEUS の診断能
を比較検討した。単独診断では EOB-MRI/CEUS：
AUROC 0.786/0.784， 感 度 64.1/56.4％， 特 異 度
95.7/97.8％， 陽 性 的 中 率 92.6/95.7％， 陰 性 的 中 率
75.9/72.6％，正診率 81.2/78.8％と両者で差はなかった
